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昭和 九 年 八月 三日の 朝、 駒 込 三の 三 四 九、 甘納豆 製 

わたな ベち ゆう ご すが も 

造 業 渡 辺 忠吾氏 (二 七) が 巣 鴨 警察署 衛生 係へ 出頭し 

「十日 ほど 前から 晴天の 日 は 約 二 千、 曇天で も 約 五 百 

みつばち 

匹く らいの 蜜蜂が 甘納豆 製造 工場に 来襲して 困る」 と 

訴え出た という 記事が 四日の 夕刊に 出て いた。 

これが どの 程度に 稀 有な 現象 だか 自分に は 判断で き 

ない が、 聞く の は 初めてで ある。 

今年の 天候 異常で 七月 中 晴天が 少なかった ために、 

何 か 特殊な、 蜜蜂の 採 蜜 資料になる ベ き 花ので き が 悪 



うちだ ひや つけん そうようき 

内 田 百 間 君の 「搔痒 記」 を 読んで 二三 日 後に 偶然 映 

画 「夜間 飛行」 を 見た。 これに 出て 来る ライ ォ ネル - 

バリモア— の 役が 湿疹に 悩まされ ている ことにな つ て 

いてむ やみに からだじゅう を かきむしる。 ジョン -バ 

リ モア ー 役の 主人公が 「おれ も そんなに 忠実な コンパ 

二 オンが ほしい」 と はなはだ 深刻な 皮肉 を 言う 場 面が 

ある。 

このごろ、 のら 猫の 連れていた 子猫のう ちの 一匹が 

どうした わけ か 家の 中へ はいり 込んで 来て、 いくら 追 

い 出しても 追い出しても またはい つて 来て、 人 を 恋し 



からすお こ 

がって 離れよう としない。 まつ 黒な 烏 猫で あるが、 

頭から 首に かけて 皮膚病の ような ものが 一 面に 広がつ 

ていて はなはだ きたならしい。 それの みならず 暇 さえ 

あれば あと 足 を 上げて は 何 か を振リ 飛ばす ような 動作 

をす る。 ちょっと すわった かと 思う と、 また 歩き だし 

て はすぐ にす わる、 また 歩き だす。 しょっちゅう 身 も 

だえ をして 落ち着けな いように 見える。 一夜、 この 猫 

が 天鵞絨 張りの i: 子の 上に すわって いたの を 引きお ろ 

した 跡に、 何やら 小さい ものの うごめく の を 居合わせ 

た 親類の 婦人が 見つけて、 なおよく 見る と、 小さな 蛆 

のよう な ものが 無数に 天鵞絨の 毛の 中に もぐり 込んだ 



わかる ような 気がする。 

五 

ある 地下 食堂で 昼食 を 食って いると、 向こう 隣の 食 

卓に 腰をおろした 四十 男が ある。 麻 服の 上着な しで、 

五分刈り 頭に ひげの ない 丸顔に はおよ そ 屈託 や 気取り 

の 影と いった ものがない。 1\4 リットルの ビ ー ルをニ 杯 

注文して 第 一 杯 はた だ ひと 息、 第一 一杯 は 三 口 か 四 口に 

飲んで しまって、 それからお 皿に 山盛りの チキン ライ 

スか问 か を ペロペロと 食って しまった、 と 思う ともう 



しかし、 一方で はまた、 反対に 両側に 人が いないと 

さびしく 物足りな いという 人 も かなり あるよう である- 

群集 を 好む 動物が あり 一 方に はまた 孤独 を 楽しむ 動 

物が あるかと 思う と、 また 一 方で は ある 時期に は 群集 

を 選ぶ が 他の 時期、 特に 営巣 生殖の 時期に は 群れ を 離 

れて 自分 だけの 領地 を 占領 割拠し、 それ を 結婚の 予 

備 行為と した 上で 歌 を 歌って 領域 占領の プロパガンダ 

を 叫び、 そうして 花嫁 を 呼び迎える 鳥類 も ある。 

エゴイストが 自由 を 欲する の は、 やはり 自分の 

領域 を 確保した いからで ある。 そうして それ は、 少 

なく も 学者 や 芸術家の 場合で は、 やはり 精神的の 「巣」 



にす る 事 を 電気 局に 建言したら どうかと 思って みたの 

であった。 

十 

このごろ、 熱帯魚 を 売る 店先 を 通る とき はた いてい 

いつでも 五分 や 十分 は 立ち止まって 種々 な 種類の 魚の 

動作 を 観察す る 癖が ついた。 種類に よる 個性の 差別が 

だんだん にわか つ て 来る のが なかなか おもしろい。 

ラス ボラ. ヘテロ モルフ ァ という 魚 は、 時には 活発 

に 運動して いるが、 また 時に よると 二三 十 尾の 群れが 



おわれて いるのに、 すぐ 近くの 他の 木で はほんの 少し 

しか 新芽が 見えない とい つたよう な ふうで ある。 

いつで あつたか、 街燈の 照明の 影響で この 木の 黄葉 

落葉に 遅速が あると いう ことが、 どこかの 通俗 科学 雑 

誌の 紙上で 問題に なった ことがある ように 記憶す るが、 

しかし 現在の 新芽の 場合で は、 街燈との 関係 はどう も 

あまり は つ きりし ないよう である。 

ほんごう いちょう 

本郷 大学 正門 内の 並み木の 銀杏の 黄葉し 落葉す るの 

にも 著しい 遅速が ある。 先年 友人 M 君が 詳しく 各樹の 

遅速 を 調べて 記録した ことがあって、 その 結果 を 見せ 

て もらった ことがある。 それが、 日照と か 夜間 放熱と 



はほんと うのこと はわから ない。 

この 銀杏で もプ ラタ ヌス でも、 やはり 一種の 生物で 

あって みれば、 ただの 無機物の ように そうそう 簡単で 

な いのはむ しろ 当然の ことであろう。 

それ はとに かく、 こんな ちょっとした 例 を 見た だけ 

でも、 環境の 作用 だけで 「人間」 を 一 色に しょうと す 

る 努力が 無効な ものである、 という、 その 平凡な 事実 

の 奥底に は、 普通 政治家. 教育家. 宗教家た ちの 考え 

ている と はかなり 違った、 自然科学 的な 問題が 伏在し 

て いる ことが 想像され るよう である。 

(昭和 九 年 十 一 月、 中央 公論) 
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